
群馬県 渋川市 星野 隼人

【年 齢】
２９歳

【出身地】
群馬県渋川市

【転出元】
東京都杉並区

【前 職】
会社員

【活動時期】
R3.12～R6.12

出身小学校が閉校したことを機に何か活用できないかと考
え、市役所窓口に相談したところ貸し出しはハードルが高
く、空き家活用でスモールスタートすることを提案された
のがきっかけです。空き家活用を考えていたところ空き家
活用部門での協力隊募集を見つけ即応募。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人））hoshino62@outlook.jp
（電話番号（個人） ）090-8301-7875

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（instagram）

https://www.instagram.com/hayato.shibukawa/?hl=ja

任期後も空き家問題に取り組みながら創業希望者が挑戦し
やすい町だと思えるような空き店舗等の発掘を行い、事業
者、移住者の増加の一端を担えるような存在になりたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●空き家利活用に関するSNSでの情報発信
市の空き家利活用推進活動に関するInstagramのアカウ
ントを作成し、空き家利活用推進及び自身の地域おこし
活動に係る情報を発信。市内空き家利活用の機運醸成を
図った。また自身のfacebookアカウントにおいても同
様の情報発信を併せて実施している。

活動内容が
分かる写真など

●古民家リノベーション作業
築85年の古民家を購入。市内外の一般の方や地元高
校生とコラボを実施しリノベーション作業や各部屋
のコンセプトを決めるための意見出し等を実施。リ
ノベーションを身近なものと認識してもらい、それ
ぞれが空き家活用に興味を持ってもらうことを狙い
としている。

活動内容が
分かる写真など

●地域活性化イベントの開催
令和4年度に渋川市赤城町のＪＲ敷島駅周辺での創業
希望者向けに「シキシマクラフトマーケット」また、
令和5年度市内に創業開業を目指している事業者向け
に市内公共空間を活用した実証実験の主催者として
マルシェを2回開催した。

隊員本人の顔が
分かる写真

不動産利活用
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